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5月 データサイエンス講座



6/12 特別講義(博物館との連携)



6/12 特別講義(博物館との連携)

全縁葉率＝
全縁葉を持つ広葉樹の数÷ 全ての広葉樹の数 ×100（％）

古気温(MAT)＝ 0.306 × 全縁葉率＋ 1.141



6/12 特別講義(博物館との連携)

２０

150年で１℃上昇

現在の地球温暖化
の上昇ペースは異
常！！



6/23 Science英語事後研修



6/23 Science英語事後研修
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6/23 Science英語事後研修

位置エネルギー 運動エネルギー

平均値（Ｊ） 0.123 0.130

標準偏差（Ｊ） 0.007 0.019

試行回数 8 8

表．振り子における力学的エネルギーの比較
（高さ20cm、鉄球小の条件下）
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図．振り子における力学的エネルギーの比較
（高さ20cm、鉄球小の条件下）



6/23 Science英語事後研修
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6/23 Science英語事後研修

表．振り子における力学的エネルギーの比較（高さ20cm／15cm、鉄球大／小）



6/23 Science英語事後研修
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本日のゴール

これまでのデータサイエンスや
森林研修での取り組みを踏まえて

過去の1年8組の調査結果について
分析・表現・考察する



調査結果

何が言える？

どんな傾向が
見られる？

数値データを
調査結果に



調査方法

調査時期：2022年6月～2024年8月
（年1回、全3回の調査）
道内研修Ｂにて実施

調査者：各年の1年8組14名



調査方法（調査地）
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調査方法
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調査結果



樹高

南 北
枝下高
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Ｘ座標,Ｙ座標
緯度経度

胸高
直径
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調査結果 樹種



1 目的

本日のゴール

2 分析方法

3 結果 4 考察・結論



１目的
・■■年から■■年の間に○○○○はどのように
変化したか調べる。

・■■年について、この区画の森林地図を作成し
て○○○○の関係について考察する。

・■■年について、胸高断面積（あるいは樹冠投
影面積）からこの区画の優占種を考察する。

・全縁葉率を求めて、対象地の気温を推定し、実
気温と比較・考察する。

本日のゴール



本日のゴール



２分析方法
・用いたデータは何かを示す。
・どのような手法でまとめたり、分析したり、比
較したか示す。

・過去形で書く。

本日のゴール



３結果
・表やグラフで示す。
・表やグラフには、タイトルと単位をつける。
・表やグラフだけでなく、ポイントを端的にまと
めた文も示す。（表やグラフの下など）

・文は過去形で書く。

本日のゴール



４考察・結論
・３の結果からどのようなことが考えられるか、
示す。

・１の目的に対する答えとして、どのようなこと
が言えそうか（あるいは言えなさそうか）、示
す。

・基本は受動態で書く。
○：～～と考えられる ×：～～と考えた

本日のゴール



本日のゴール

①シートのそれぞれの数値と意味を理解
（５分）

②シートの数値をじっくり見ながら分析してみ
たいことを決定（１０分）

③分析してみたいことに向けて、別のシートに
項目や数値を整理して、必要な値を計算
（２０分）

④図表を作成（１５分）
⑤スライドを作成（２０分）



調査結果



調査結果



調査結果


	スライド 1: ＫＳＩ・Ⅰ　科学デザイン
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32

